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街路事業

ふりがな けいひんきゅうこうでんてつほんせんおよびどうくうこうせん（けいきゅうかまたえきふきん）れんぞくりったいこうさじぎょう

事業の名称 京浜急行電鉄本線及び同空港線（京急蒲田駅付近）連続立体交差事業

ふりがな とうきょうと

事業主体 東京都

ふりがな とうきょうと おおたく

実施都市名 東京都 大田区

事業概要
（400字以内）

事業名称 ： 京浜急行電鉄本線及び同空港線（京急蒲田駅付近）連続立体交差事業

事業箇所 ： 京浜急行電鉄本線の大森町駅、梅屋敷駅、京急蒲田駅、雑色駅を含む平和島駅～六郷土手駅間及び同空港線の糀谷駅を
含む京急蒲田駅～大鳥居駅間

事業延長 ： 京浜急行電鉄本線約４．７ｋｍ、同空港線約１．３ｋｍ

構造形式 ： 高架方式

駅施設 ： 京浜急行電鉄本線の大森町駅、梅屋敷駅、京急蒲田駅、雑色駅及び同空港線の糀谷駅

側道 ： 延長約３．９ｋｍ、幅員６ｍ
踏切解消 ： ２８箇所

交差する都市計画道路 ： ６箇所

事業規模 ○事業費：約１，９９３億円 ○事業期間：平成１２年度～平成２８年度

事業の目的

本事業は、京浜急行電鉄本線の平和島駅から六郷土手駅間約４．７ｋｍ、同空港線の京急蒲田駅から大鳥居駅間約１．３ｋｍの区間の

高架化により、２８箇所の踏切を除却することで、道路ネットワークの形成を促進し、交通渋滞や地域分断を解消するとともに、地域の活性化に

資するものである。

事業効果
（効果一覧を参考に具体的な効果を記入）

・踏切待ちによる交通渋滞が解消され、人とモノの流れが安全でスムーズな交通が実現

・踏切事故がなくなり、道路と鉄道のそれぞれの安全性が向上

・鉄道により分断されていた街の一体化により、地域の発展に大きく寄与
・連立事業を契機とし、駅周辺再開発事業や駅前広場整備など、まちづくりが促進
・新たに生み出された高架下空間に、防災倉庫や自転車駐車場を設置し有効利用することで利便性が向上
・環状８号線では最大約７１０ｍ、第一京浜では最大約７８０ｍあった踏切による交通渋滞が解消
・踏切除却により、自動車の平均走行速度が環状８号線では約２割、第一京浜では約３割向上
・地元消防署員のうち、ほぼ全員が緊急出動の移動がスムーズになったと効果を実感

地元対応等

・地域住民との協働等
・事業反対等はあったか
・合意形成等を図ったか
・地域に配慮した点

・環状８号線では、唯一の踏切が本事業箇所に残っており、慢性的な交通渋滞を発生させ、早期の対策が求められていた。このため、本事業
では環状８号線付近の約８００ｍの区間を仮線切換え時において仮設高架橋に切換えることで、他の区間に先行して４箇所の踏切を除却し、
早期に事業効果の発現を図った。

・早期の高架化実現を図るため、営業線の真上に跨ぐかたちで高架橋を構築する直接高架工法を事業区間の全体（約６ｋｍ）のおよそ６割に
あたる、約３．５ｋｍに採用し、事業期間の短縮を実現した。
・各駅の駅舎デザインについては、事業者（都、区、京急㈱）及び大田区民代表者によって設置した色彩検討委員会での結果を参考にしなが
ら検討した。
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平成２９年２月撮影

再開発ビル

京急蒲田駅
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～全線高架化に先立ち実施した仮立体化～
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事 業 前 写 真

平成17年4月撮影

環状八号線 京急蒲田駅（西口）付近

平成17年6月撮影

第一京浜

平成17年4月撮影

平成14年撮影

京急蒲田駅付近
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事 業 後 写 真
平成29年2月撮影

環状八号線 京急蒲田駅（西口）と再開発ビル

平成28年12月撮影

第一京浜

平成27年撮影

京急蒲田駅付近

平成27年撮影
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事 業 後 写 真

関連側道 高架下利用（駐輪場）

平成30年3月撮影

京急蒲田駅（西口）と駅前広場

平成30年3月撮影

高架下利用（消防団施設）
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平成30年3月撮影 平成30年3月撮影


